
00  安全で安心できるまちづくり

幸
福

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
4

65.8 65.8 65.8 65.8 65.8 Ａ
％以上 64.1

67.1 66.6 - - - 147.1

01030000  環境に配慮するまちづくり
暮
ら
し

豊かな自然がたくさん残っていると思う人の割合
5

77.9 79.6 81.3 83 83 Ｃ
％ 77.9

79.9 79.3 - - - 27.5

01030000  環境に配慮するまちづくり

幸
福

地域清掃活動への参加者数
6

19,895 21,263 22,632 24,000 24,000 Ｄ
人 18,526

20,113 10,992 - - - △137.6

政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｅ 最終更新日：令和  3年 7月28日 1頁

後期基本計画 令和　２年度 政策方針評価書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち

市民環境部長  齋藤　誠司

１．政策の令和 2年度までの実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

地域に対する市民の意識が多様化する中にあって、市民一人一人が地域や行政とつながりを持ち、自身や地域のことを考え

、行動することにより、幸福を実感し安全安心に暮らしている状態です。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮
ら
し

地域活動に参加している人の割合

1 53 55 58 60 60 Ｄ
％ 50.7

53.9 45.3 - - - △58.1

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 64 68 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 - - - 16.8

01010000  互いに認め合い誰もが活躍できる地域の実現
暮
ら
し

地域のお祭りや行事に参加した回数
1

2.5 3 3.5 4 4 Ｄ
回 1.61

1.7 1 - - - △25.5

01010000  互いに認め合い誰もが活躍できる地域の実現

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
2

77 78 79 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 68.1 - - - △10.2

01020000  安全で安心できるまちづくり
暮
ら
し

災害に強いまちだと感じている人の割合
3

52.1 52.1 52.1 52.1 52.1 Ｂ
％以上 49.2

55.3 51.3 - - - 72.4

010200



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｅ 最終更新日：令和  3年 7月28日 2頁

後期基本計画 令和　２年度 政策方針評価書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち

市民環境部長  齋藤　誠司

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

01040000  市民に信頼と安心感を与えられる窓口の対応
暮
ら
し

窓口での説明がわかりやすく対応が良いと感じている割合
7

76.3 76.3 76.3 76.3 76.3 Ｄ
％以上 70.9

69.9 70.1 - - - △14.8

01040000  市民に信頼と安心感を与えられる窓口の対応

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
8

64 68 72 75 75 Ｃ
％ 58.8

65.4 62.6 - - - 23.5



達

置が必要です。

・ビッ

成

グルーフ滝沢の第1期

し

指定期間が満了となり

た

ます。

(１) 令和 

Ｃ

4年度方針策定に際し

一

、今後の方向性や引継

部

課題

【今後の方向性】

達

・地域づくり活動への

成

適切な支援が必要です

し

。

・地域防災力の維持

た

向上が必要です。

・カ

Ｂ

ーボンニュートラルや

取

ごみ処理広域化により

組

、ごみ減量の必要性の

み

再認識、再周知が必要

の

です。

・市役所職員の

一

育成が必要です。

【引

部

継課題】

・ごみ処理広

見

域化の課題の具体化の

直

協議が始まります。

・

し

自主防災組織の強化、

が

連携が必要です。

・ビ

必

ッグルーフ滝沢の第2

要

期の指定管理に向け、

４

指定管理者との連携が

．

必要です。

・地域に応

政

じた多様な地域づくり

策

への支援が必要です。

の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｅ 最終更新日：令和  3年 7月28日 3頁

後期基本計画 令和　２年度 政策方針評価書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち

市民環境部長  齋藤　誠司

２．政策の実現に向けての令和 2年度までの取り組み状況を分析する

・新型コロナウイルス感染症の本市での発症を受け、昨年度につづき事務事業の一部又は全部を中止・延期せざるを得ない

状況です。感染予防に重点を置き、事務事業を次の

政

とおり実施しました。

 

・市民主体のまちづく

 

り活動に、必要な情報

 

を提供しました。

・規

 

模を縮小しつつ、滝沢

策

版キッザニアなどを開

:

催し賑わいの創出を図

担

りました。

・環境基本

当

計画を適正に推進しま

部

した。

・住民情報を適

長

正に管理するとともに

職

、マイナンバーカード

・

の適正な交付を図りま

氏

した。

・ごみ処理等広

名

域化推進協議会が、処

(

理施設の候補地区につ

１

いて合意しました。

(

)

２) 基本計画内の取

 

り組みと方針のうち、

政

令和 2年度の重点課

策

題の達成（実現）状況

目

【重点課題】

・地域別

標

計画の推進

・ビッグル

の

ーフ等を活用した地域

達

活性化

・自主防災組織

成

の支援

・市民主体のリ

（

サイクル活動による廃

実

棄物減量

・住民情報の

現

適正な取り扱い

【重点

）

課題の達成状況】

・環

に

境変化や地域の事情に

向

応じた年度活動を実施

け

した。

３．政策の実現

た

に向けて令和 2年度

基

実施後での変化（外部

本

環境・内部環境）を認

計

識する

【外部環境】

・

画

新型コロナウイルス感

期

染症の世界的な拡大、

間

変異とともに、日本で

内

もワクチン接種が開始

の

されます。

・国が、カ

取

ーボンニュートラルの

り

取り組みとともに、プ

組

ラスチックごみの全量

み

リサイクルの方針を公

と

表しました。

・気象庁

方

が災害に重点をおいた

針

ホームページを公開し

に

、また避難警戒レベル

つ

の表現を変更します。

い

・RMCが、廃棄物焼

て

却を集中的処理に変更

の

したため、ほとんどの

達

期間は焼却炉は稼働し

成

ません。

【内部環境】

（

・主要な行事や研修会

実

等が、昨年に引き続き

現

自粛傾向にあります。

）

・県内市内での患者や

状

検査陽性が現に発生し

況

ており、発生防止、拡

Ｃ

大防止を念頭においた

一

消防力、地域防災力の

部

維持、災害

　避難所設



政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 所管基本施策別事業費実績表

No 基    本    施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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後期基本計画 令和　２年度 政策方針評価書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち

市民環境部長  齋藤　誠司

令和 2年度

01010000  互いに認め合い誰もが活躍できる地域の実現
1

246,906 203,996 △17.4

01020000  安全で安心できるまちづくり
2

724,679 694,870 △4.1

01030000  環境に配慮するまちづくり
3

1,107,317 1,058,453 △4.4

01040000  市民に信頼と安心感を与えられる窓口の対応
4

80,335 69,071 △14.0


